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注　意

受 験 教 科 等

小・中学校共通　美　術
中・高等学校共通　美　術

　　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
　　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。
　　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。
　　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン等の使用及び不正行為をしてはいけません。
　　解答時間は60分です。途中退出はできません。
　　問題冊子のページ数は、29ページです。はじめにページ数を確かめてください。
　　解答用紙に、必要事項が正しく記入・マークされていない場合には、解答は全て無効となります。 
解答用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。
【2】の欄には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。
　　この問題は、共通問題 1 ～ 5 、選択問題 小 小・中学校共通、高 中・高等学校共通の
各問題から構成されています。次の表に従って、解答してください。また、選択問題で受験科目以
外の問題を選択して解答した場合、解答は全て無効となります。

共通問題（全員が解答する）
共通問題 1 ～ 5 （ 1ページ～23ページ）

選択問題（受験校種により、いずれか一つを選択して解答する）
小・中学校共通 中・高等学校共通

小 小・中学校共通
（24ページ～26ページ）

高 中・高等学校共通
（27ページ～29ページ）

　　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。
　　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年又は平成30年告示の 
「学習指導要領」を表しています。
　　問題の内容についての質問には一切応じません。

1
2
3
4
5
6
7

8

9
10

11

1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。各問に対して、
正答は一つだけです。各解答欄に二つ以上マークした場合は誤りとします。

2　「解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、 3と解答する場合には、次の（例）のよう
に解答番号 1 の解答欄の 3 にマークしてください。

（例）
解答
番号 解答欄

1 74 02 851 3 96

専　門　教　養

令和 3 年 7 月

60分

解答上の注意
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〔問 2〕 リトグラフに関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は 

2 。

1　孔版の代表的な技法で、版の孔の部分から絵具を通過させて刷る。この方法は他の版

画と異なり、版の図柄と印刷された図柄が左右逆にならない。

2　平版の代表的な技法で、水と油の反発を利用して、凹凸のない板で刷る。特徴は、描

いた筆跡をそのまま表現できることである。

3　凸版の代表的な技法で、板を彫刻刀で彫り、絵具やインクを置いて凸面の形を刷る。

日本では、江戸時代に多版多色刷りの浮世絵版画が流行した。

4　凹版の代表的な技法で、版の表面に溝や傷などをつくり、凹部に絵具を詰め、プレス機 

で圧力をかけて刷る。直に版を傷つける直接法と、腐食させて溝をつくる間接法がある。

〔問 3〕 絵画の技法に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は

3 。

1　不透明の油絵具やアクリル絵具を、厚塗りしたり盛り上げたりする技法をスカンブリ

ングという。

2　下塗りの色がとぎれとぎれに見えるように、下塗りの色の上から不透明な色を薄くか

ける技法をグラッシという。

3　明部から暗部への調子の階調を利用して、物体の三次元性を表す技法をキアロスクー

ロという。

4　透明な絵具を、すでに乾いた下層の絵具層の上に薄く塗る技法をインパストと 

いう。

〔問 4〕 立体表現の技法に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番

号は 4 。

1　粘土など可塑性のある素材を、心棒につけて形をつくり出す技法を彫造という。

2　木や石などの塊を、彫ったり削ったりして、形をつくり出す技法を鋳造という。

3　加熱した金属を、打ったりたたいたりして、形をつくり出す技法を鍛造という。

4　溶かした金属を、鋳型に流し込み、形をつくり出す技法を塑造という。































― 17 ―

図画工作及び美術の指導に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 次の記述ア・イは、陶磁器の制作工程に関するものである。また、下の図は、陶磁器の

制作工程の一部を示したものである。この図を用いて、陶磁器の制作指導を行う際、記述

ア・イを行う段階として、最も適切なものは、図中の 1～ 6のうちではどれか、それぞれ

選び答えよ。解答番号はアが 19 、イが 20 。

ア　酸化コバルトによって藍色に発色する「呉須」や、酸化鉄を主成分として茶色に発色

する「弁柄」や「鬼板」などで絵付する下絵付。

イ　五彩や色絵と呼ばれ、白玉粉と金属酸化物でつくられる「玉ぐすり」という和絵具な

ど、多様な色に発色する専用の絵具で絵付する上絵付。

図

成　形

1

2

3

4

5

6

乾　燥

素焼き

施　釉

本焼き

低温焼成

完　成

4
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〔問 2〕 次の記述は、木製パネルに紙を水張りする際の指導に関するものである。記述中の空欄

ア ～ エ に当てはまるものの組合せとして最も適切なものは、下の 1～ 4のう

ちではどれか。解答番号は 21 。

紙の裏から、水を十分に含ませた ア で紙を均一に湿らす。このときまず紙の

イ 、次いで ウ に、最後に全体をという順序で行う。紙が十分に水を吸って伸

びきったら表を向け、パネルの上に正しく載せる。紙が板に密着し気泡が残らないよう、

エ で中央から四方へ伸ばす。水張りテープに水をつけ、紙の端をパネルにとめ、水

平に置いて乾燥させたら完成である。

ア イ ウ エ

1 タオル 十字 対角線 平刷毛

2 タオル 対角線 十字 平刷毛

3 平刷毛 十字 対角線 タオル

4 平刷毛 対角線 十字 タオル
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美術史及び美術教育に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 20世紀の美術史に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答

番号は 23 。

1　デ・ステイルは、フランスに興った芸術運動で、1917年に創刊した雑誌名がのちに

グループの名称にもなった。水平線・垂直線・三原色に基づく新造形主義を唱えた。代

表的な作家としてモンドリアンがあげられる。

2　未来派は、イタリアに興った芸術運動で、1909年の未来派宣言に端を発した。従来

の芸術文化のあらゆる旧弊を破って、新しい未来社会の機械文明のダイナミズムとス

ピード感を礼賛した。代表的な作家としてボッチョーニがあげられる。

3　キュビスムは、オランダに興った芸術運動で、理論的な運動というよりは交友関係の

うえに自然発生的に生まれたグループであった。原色的色彩、奔放な筆触の太い描線を

特徴とした。代表的な作家としてブラマンクがあげられる。

4　フォービスムは、フランスに興った芸術運動で、造形の各分野に影響を及ぼした。対

象を基本的な構成要素に分解し、それを再構成することによって形態の新しい結合、理

知的な空間形成を目指した。代表的な作家としてブラックがあげられる。

5
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〔問 3〕 発達段階における特徴的な表現に関する次の記述ア・イと、その名称Ａ～Ｄとの組合せ

として適切なものは、下の 1～ 8のうちのどれか。解答番号は 25 。

ア　図式期に現れ、立方体の展開図を上方からのぞくような構図で描く表現である。

イ　図式期に現れ、閉ざされた見えない空間をそのまわりの状況とともに透かして描く表

現である。

Ａ　レントゲン描法

Ｂ　スクリブル

Ｃ　展開描法

Ｄ　頭足人

1　ア－Ａ　　　イ－Ｂ

2　ア－Ａ　　　イ－Ｃ

3　ア－Ｂ　　　イ－Ｃ

4　ア－Ｂ　　　イ－Ｄ

5　ア－Ｃ　　　イ－Ａ

6　ア－Ｃ　　　イ－Ｂ

7　ア－Ｄ　　　イ－Ａ

8　ア－Ｄ　　　イ－Ｂ
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小・中学校共通

〔問 1〕 次の記述は、色料の三原色に関するものである。記述中の空欄 ア ～ エ に 

当てはまるものの組合せとして適切なものは、下の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は 

28 。

色料の三原色は ア の 3色のことで、混ぜると イ が ウ なり エ

に近づく。このような混色を「減法混色」という。

ア イ ウ エ

1 シアン、マゼンタ、イエロー 彩度 高く 白

2 シアン、マゼンタ、イエロー 明度 低く 黒

3 レッド、グリーン、ブルー 彩度 低く 白

4 レッド、グリーン、ブルー 明度 高く 黒

小

24ページから29ページまでの選択問題 小 小・中学校共通（24ページ～26ページ）、 

高 中・高等学校共通（27ページ～29ページ）のうちから、表紙の指示に従って、一つを選択

し解答せよ。

選　択　問　題
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〔問 3〕 小学校学習指導要領図画工作「各学年の目標及び内容」の〔第 5学年及び第 6学年〕

の「目標」に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は 

31 。

1　対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するととも

に、材料や用具を活用し、表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりするこ

とができるようにする。

2　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法

を工夫して表すことができるようにする。

3　造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて考え、楽しく発想や構

想をしたり、身の回りの作品などから自分の見方や感じ方を広げたりすることができる

ようにする。

4　造形的なよさや面白さ、表したいこと、表し方などについて考え、豊かに発想や構想

をしたり、身近にある作品などから自分の見方や感じ方を広げたりすることができるよ

うにする。

〔問 4〕 中学校学習指導要領美術の「各学年の目標及び内容」の〔第 2学年及び第 3学年〕の

「内容」の「Ａ表現」において、身に付けることができるよう指導するとされている事項

に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は 32 。

1　身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生な

どの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方

や感じ方を深めること。

2　身の回りにある自然物や人工物の形や色彩、材料などの造形的な美しさなどを感じ取

り、生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方や感じ方を広げ

ること。

3　構成や装飾の目的や条件などを基に、用いる場面や環境、社会との関わりなどから主

題を生み出し、美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された美しさなどを総合的に考

え、表現の構想を練ること。

4　対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ、想像したことなどを基に主

題を生み出し、全体と部分との関係などを考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現

する構想を練ること。
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〔問 3〕 中学校学習指導要領美術の「各学年の目標及び内容」の〔第 2学年及び第 3学年〕の

「内容」の「Ａ表現」において、身に付けることができるよう指導するとされている事項

に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は 31 。

1　身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生な

どの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方

や感じ方を深めること。

2　身の回りにある自然物や人工物の形や色彩、材料などの造形的な美しさなどを感じ取

り、生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方や感じ方を広げ

ること。

3　構成や装飾の目的や条件などを基に、用いる場面や環境、社会との関わりなどから主

題を生み出し、美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された美しさなどを総合的に考

え、表現の構想を練ること。

4　対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ、想像したことなどを基に主

題を生み出し、全体と部分との関係などを考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現

する構想を練ること。

〔問 4〕 高等学校学習指導要領芸術の「美術Ⅲ」の「内容」の「Ｂ鑑賞」において、身に付ける

ことができるよう指導するとされている事項に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4  

のうちのどれか。解答番号は 32 。

1　目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、発想や構想の独自性

と表現の工夫などについて多様な視点から考え、見方や感じ方を深めること。

2　環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り、自然と美術との関わり、生活

や社会を心豊かにする美術の働きについて考え、見方や感じ方を深めること。

3　映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表

現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。

4　造形的なよさや美しさ、目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、

作者の主張、作品と時代や社会との関わりなどについて考え、見方や感じ方を深めること。








